
 

検 討 委 員 会 か ら の お 知 ら せ 

 

・下顎大臼歯の抜髄等（処置）において伝達麻酔・浸潤麻酔を併用しそれぞれカートリッジを 

 １本ずつ使用した場合、120点以上の処置のため浸麻の所定点数30点およびその薬剤料の算定

は不可と なります。 

   例）７ Pul：抜髄596点 

          OA＋オーラ注1.8ｍL（１本）＝10点  浸麻料30点×１ 

          OA＋オーラ注1.8ｍL（１本）＝10点  伝麻料42点×１ 

 

・抜歯・切開等（手術）において伝達麻酔・浸潤麻酔を併用しそれぞれカートリッジを１本ずつ

使用した場合、手術に該当するため伝麻の所定点数 42 点および浸麻・伝麻の薬剤料の算定は 

 可能です。（今回の改定により手術に対する麻酔薬材料の算定が可となりました） 

   例）７ Ｐ３：抜歯265点 

          OA＋オーラ注1.8ｍL（１本）＝10点  浸麻料30点×１ 

          OA＋オーラ注1.8ｍL（１本）＝10点  伝麻料42点×１ 

 

・同一歯牙に対し、手術と処置を同時に行う際に浸潤麻酔を用いた場合、本来は浸潤麻酔が含まれる 

 処置であっても、手術にかかわる薬剤料の算定は可能です。 

例）１ Per-AA：AA切開230点 感根処156点 

          OA＋オーラ注1.8ｍL（１本）＝10点  浸麻料30点×１ 

 

 

～今改定により義管の点数は対顎にかかわらず、新義歯の歯数で決まります～ 

 

・新製有床義歯管理料の算定において、たとえ対顎に多数歯欠損の義歯が装着されてい 

ても新製義歯が少数歯の場合には「困難なもの」230点の算定は不可となります。 

 

傷  病  名 装   着   月 

７～７ 義歯フテキ 

４～７ MT    

義管「その他」190点 

（義管を算定しない場合は 歯リハ１「困難」 

 124点の算定可） 

７～７ 義歯フテキ 

４～７ 義歯フテキ→MT 

歯リハ１「困難」124点 

     ↓ 

義管「その他」190点 

当該部位の旧義歯調整後、新義歯の装着を 

行った場合のみ義管と歯リハ１の同月併算定

は可能となります。 

傷病名の記載漏れにご注意下さい。 

 



 

～「純チタン ２種」令和２年６月より保険適用へ～ 

 

 新たに、歯科関係医療機器として「純チタン ２種」が区分Ｃ２（新機能・新技術）にて 

本年６月１日より 保険適用されることが承認されましたので、取り急ぎご報告致します。 

 ５月末頃に厚労省より関連通知（算定告示、留意事項通知、記載要領通知、材料定義等）が 

発出される予定となっておりますので、その際には改めてご連絡致します。 

 

販 売 名 決 定 区 分 主 な 使 用 目 的 

純チタン ２種 Ｃ２（新機能・新技術） 
 本品は歯科用鋳造機により、溶融成型される歯科

補綴物を製作する鋳造用金属である 

 

保険償還価格 

販 売 名 償 還 価 格 類似機能区分 外国平均価格との比 

純チタン ２種 47円／ｇ 原価計算方式 ― 

 

準用技術料：M015-2 ＣＡＤ／ＣＡＭ冠  1,200点 

 

留意事項案：大臼歯について、歯科鋳造用チタン合金を用いて全部金属冠による歯冠修復を 

       行った場合には、当該点数に準じて算定する。 

 

 

～歯科用貴金属価格の随時改定Ⅱ（２品目） 2020年７月1日実施～ 

 

    ※ 診療報酬改定、随時改定の３月後（７月、１月）において、素材価格の変動幅が 

      その時点の告示価格のプラス マイナス15％を超えた場合に告示価格を改定する 

 

・ 

 

・ 

 

歯科鋳造用金銀ﾊﾟﾗｼﾞｳﾑ合金 

(金12%以上JIS適合品) 

歯科用金銀ﾊﾟﾗｼﾞｳﾑ合金ろう 

(金15%以上JIS適合品) 

 

2,083円 ⇒ 2,662円 

 

2,765円 ⇒ 3,227円 

 

（変動率  27.8％） 

 

（変動率  16.7％） 

 


